
思想運動 1050号 2020年 3月 1日号 

目次 

1面 

 国際婦人デー 

働く女性たちの困難と戦争の危機 

現実から目を背けず、闘いに起とう！ 

国際婦人デー３・７東京集会実行委員会 

 

国際婦人デー東京集会に参加しよう！ 

 

2面～3面 

戦争反対！声をあげよ、そして行動へ！  

国際婦人デー３・７東京集会 

 

女性労働者通信――職場のこと、社会のこと 

エリー、ご飯はもう食べた？ 

田代ゆき（失業中） 

 

 女性は働きやすくなったか 

繁忙度が増す公務の職場から 

藤本愛子（国公労連） 

 

 わたしは勉強をしたい 

吉田晶子（学習塾アルバイト） 

 

 「やまゆり園事件」公判をめぐって 

森 理子（日本音楽協議会東京都支部） 

 

エッセイ 

広島三菱徴用工被爆者の大法院勝訴判決に思う 

市場淳子（韓国の原爆被害者を救援する市民の会・会長） 

 

討論集会 壊憲ＮＯ！96条改悪反対連絡会議主催 

不当解雇されてから 30年 国鉄闘争から引き継ぐもの 

 

4面 

海自護衛艦の中東派兵に抗議！ 

「たかなみ」派遣はアメリカ海軍への追随ではないのか 

木元茂夫（すべての基地に「Ｎｏ！」を・ファイト神奈川） 

 

新型コロナウイルス肺炎の 流行が示すもの 

五島真理為（医療カウンセラー） 

 

イラスト通信 

 フリーランスを殺すインボイス制度について 

広浜綾子 

 

５面 

一橋大生の学費値上げ問題への取り組み 

値上げが「決定」された大学の学生の立場から 

石附鈴之介（一橋大学大学院言語社会研究科博士後期課程） 



 

東京と大阪で関生労組への大弾圧を考える二つのシンポジウムが開催 

 東京 

田浩一氏が弾圧の歴史的意味を語る 

木嶋 正 

 

 大阪 

大阪万博を控え労組攻撃を強める独占資本 

横道昭子 

 

トピック・ＴＯＰＩＣ 

群馬朝鮮学校で第二一回日朝教育シンポジウム 

堀川久司・日朝学術教育交流協会副会長 

  

二〇〇回目の文科省前「金曜行動」 

村上理恵子 

 

 首都圏キャンペーン・辺野古を埋めるな防衛省前行動 

土田宏樹 

 

６面～７面 

沖縄からの報告 

狙われた海、辺野古！ (上) 

海兵隊基地キャンプ・シュワブを誘致した辺野古 

金治明（沖縄戦と朝鮮人強制連行を記録する会） 

 

インタビュー  

佐野通夫氏（こども教育宝仙大学こども教育学部教授）に教育政策の問題点を聞く③ 

朝鮮学校は「炭坑のカナリア」 

聞き手＝村上理恵子 倉田智恵子 

 

前照灯  

育休の課題 

 

8面 

ＨＯＷＳ講座 金野正晴さん（自営業）に聞く 

日本の資本家たちはアメリカの核政策にどう加担してきたか 

――言ってはいけない真実 

構成＝中村泰子 

 

放射能汚染と向かい合うための基礎知識（２２） 

九年前に福島第一原発で起きたこと⑥ 

 今 中 哲 二（京都大学複合原子力科学研究所研究員） 

 

9面 

連載 ひとつの希望の種を守り、広げていく明日へのたたかい② 

新たな１００年に向かう朝鮮民族の課題と展望 

康宗憲（韓国問題研究所代表） 

 

10面 

連載キューバからの便り（２） 

 カラカスでの反帝国主義国際集会に参加 

宮本眞樹子（キューバ・ハバナ在住） 



 

 国際短信 世界のいま 

〈カナダ〉公教育悪化に抗議し統一スト実施 

編集部 

 

〈ブラジル〉石油労働者が解雇と民営化に反対しスト続行中 

編集部 

 

11面 

エッセイ 

「五勺の酒」再読 

二枚のいちじくの葉 

渥美 博（編集者） 

 

国際時評  

フランス年金改悪反対闘争 

運輸労働者の無期限ストが牽引し前進 

沖江和博 

 

12面 

紙つぶて 

 二月号一面の共産党批判に同感 

文弘長（埼玉県在住） 

 

 沖縄――闘いの水脈 

二谷利子（埼玉県在住） 

 

反原発デモで原発労災記事紹介 

斉藤光太郎（東京都在住） 

 

 前号付録の香港の記事を読んで 

太洙満（東京都在住） 

 

頂門一針 

 「論潮」から「革命的ジャーナリズム」 

 

読者の問題提起をうけて 

日本共産党綱領改定に対する土松論文について  

花井吉宅 

  

共闘を求めて批判する相互関係は成り立つか 

土松克典 

 

 催物案内 

 

編集部発 

 

 


